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本邦で始めて遭遇したハリガネムシ

Gordius　spバNematomorpha ）の人体吐出例
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人体に寄生する 寄生動物は， 動物 界14 門 のうちの5

門 にまたがっ てお り，その中でも寄生蠕虫類 と呼ば れる

吸 虫類・条虫類・線 虫類の3 綱に包含 される寄生 虫は，

特 に人体寄生虫病学の上で重要な位置 を占 めてい る事は

衆 知の事 実である．しかしながら，それ以外の綱 の中で

も，人 体を宿主 とし，あるいは迷人しては人体に害 をお

よぼすものがかなり多 くある事も知られている事実であ

る．

著 者らは岐 阜県 にお けるある幼児の嘔吐した吐物中に

見 出されたかなり長い 虫体の同定を依頼 され，詳細に検

索し た結果， はからずもその虫体がノヽ リガネ ムシの一種

であ る事 を見 出し たので，本 邦における最初の症例 とし

て報 告すると共 に，数 例ではあるが，消化管以外 の組織

内寄 生も報 告されてい るので，それに関しての著 者らの

見 解を述 べてみたい と思 う．

症　 例

岐 阜県（高山保健所 管内）在住の5 歳の男児．

2－3日間，1 日2 －3回 の嘔吐を続け， その1 回 の吐出

物中 に下記に示 す様な淡褐色の虫体1 隻 を検出した．

患 者はやや 貧血 がみられたが，その他に特記すべき症

状 はなかっ た．なお当 地方には特記する様な風土病的寄

生 虫性 疾患はない ．

吐 出虫体は写真 に示 す様に針金状に細長く，全長39 ．6cm

，体 幅1mm を算 した．体色は淡黄褐色 を呈し，角皮

は滑 沢で網目斑はなく，乳頭あるいは丘状突起 を欠 く．

前 端に向うにしたがっ てやや細ま り，後端は鈍 円に終る

完全 な成熟雌 虫体であっ た．

考　　 察

ノヽ リガネ ムシの人 体よりの報告例は，フ ランス，イ タ

リー，ババ リア， ダルマチア，アフリカ東海岸， アフリ

カ南西部，西 アフ リカ， トレ ンスバル，チ リー，米 国，

写真1　 人体よ り吐出 されたGordi 。s　sp．

カナ ダ等 から20 例を越える報告があ り［Baylis，　1927　；Carva

］ho，：L942　；　Camerano ，　1915），そのほ とんどが吐

出，あ るい は肛門 より取り出した報告例 であるが，そ の

他，尿道 からの報 告（Carvalho ，　1942　；　Baylis，　1941）か

あ り，た だ1 例ではあるが，左眼下縁の かなりかたい豆粒，

程 の大 きさの膿 瘍から虫体 を取 り出 した報 告例（Sayadet

　al．，　1936）があり，こ れに よっ てFaust 　（1964）は，

こ の虫 が明 らかな組織 侵入性をもっ てお り， 無視で きな

い組織 反応 を示 すと述 べている。
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所 が本邦におい てはそ の様 な報告 例には現 在迄全く接

してい ない．そこで，著者らは今回 の吐出 例を本 邦にお

ける最初 の症例 として報告する．

本 症例における虫体は前記した様に，滑沢 な角皮 を有

し 且つ尾端 もふくれずに円く終 り，角皮表面 が粗し よう

で，乳頭状あるい は低い突起を無数に 有 するChordodi －dae

のものとは明ら かに異なり，こ の虫体がGordiidae

に属するノヽ リガネ ムシである事は明白であ る．し かも，Gordiidae

はGa ㎡f・・s属1 属のみを含んでお り，本 虫体

がGordius の一種であ る 事 は 間違い がない （Heinze，1937

；　井上，　1962）．しかし 本属 のノヽ リガネムシは 角皮

に特別 な特徴がない 限 り，雄虫尾端 の構造 が重 要な種の

標徴を示すので， 本種の様に角皮に特徴的 な構造 がなく

し か も雌 虫のみでは，種迄 の同定 は不可能 であり，一 応

本 虫体はGordi ・us　sp．　として報告してお く．

Ga ㎡jza 属の人 体よりの 報 告例はG ．訪丿lensis，　G．villoti

，　G ．伊之aticus，　G ．　sぷg 。r，　G．　r必zぷus，　G ．gesne

バ，G・perrot・冶j と多 く， 特にG ．　robustusは前

』●　　●●述 せる様に左眼の膿瘍よ りの報告がある（Sayad　d　㎡．，1936

）．

この様なノリ ガネ ムシ の類 は幼 虫期 を昆虫類，特に直

翹 類，鞘翅類の体腔ですごし，性的成熟 をとげると宿主

から外 界の水中へ遊出し，水中生活を始 める．したがっ

て，こ の種 のもの の人 体への感染 には次の二 つの方法が

考 えら れる．

1） 宿主 から出た成 虫のい る生水を 飲んで感染する場

合 ．

2） ノリ ガネ ムシに感染し た宿主 自身 をそのまま，あ

るい は野菜や果物 と一緒に飲 みこ んで感染する場

合 ．

Baylis　（1927）もこ れと 同様の 事 を述 べてい るが，彼 は

宿主 から虫体が水中に遊出す る時期 が幼 虫期の終りの，

大き さや形態が成 虫期に近づい た成熟以 前のものである

としてお り，これは多 くの報 告からし ても明らかなあや

ま りである．

一般 に幼児では以上 の様 な2 つ の感 染の機会がかな り

多いこ とは明ら かで，現 在迄の報 告でも，生 後12 ヵ月よ

リ：L5歳以下 の小児 からの報 告例が多い・

本 症例も，患者 の生活 の場 が田園地帯で，ノヽ リガネ ム

シ の宿主となりうる昆虫類も多 く，また，農家における

両親 等の監視もはなはだ薄い ため，以 上 の様 な方法で偶

然 にも虫体を摂取 したもの と考えられる．

ただここで問題 となる事は，第1 の感染方法 とし て，

10　cm　ない しは数10　cm　もの成 虫を 間違っ て 水 と一緒

に飲 み込む事ができ得る かどうかであ り， その様な事 は

ほとんど有り得ないも のと考え られ，消化 器系 統にお け

る吐 出あるい は肛門 より排出した例 は第2 の感 染方法 が

最 も考えられるであろ う．今回 の症例 の子 供が如何なる

昆虫を食 べたかは不明であ る．

二方， 組織寄生 の報告につい ては疑問の余地かある／

特にSayad　d　al．　（1936）の報告 は形 態学的 にもまだ幼虫

形 態であるに もかかわ らず，角皮層 を持っ てい る事は，

成 熟して始 めて角皮層 ので きる本類 のものにはみられな

い 事であリ，また， 口腔 のある事 も本 類の線 虫に所 属す

るもの とは考え られない．例え，ノリ ガネムシの類 とし

ても幼虫の性質上，頬粘膜 より侵入 したと説 明するよ り

むしろ水の飛抹 と共に たま たま幼 虫が眼に入っ て侵入し

たと考える方がよ り可能性 があ る様 である．しかしなが

らInoue 　（1960）の報告 によるとこの種の幼虫は非常に纎

細で，20 秒以上 の乾燥には たえ られず， また，行動力 も

非常にのろく（1 分間に14 μ 前進）， 幼虫は水 中以 外で

は生存不可能 とされるので， 仮に， ここで生き残っ た と

しても被嚢した状態で止 まり，発育 はできないもの と考

えられる（Sayad　et　α／．の報 告では全 長4cm の虫体で，

かなりの発育がみ られ る）．このような事からこのSayadet

　al．の報文中に お け る 彑体 が ノヽ リガネムシ の 一種Gordhis

7妬 心X心 である とした事 には い ささか早計の

観がある．

一 方，尿道 から の報告について も，同 様に考えるなら

ばこの類の虫体の組織内寄生 と言 う問 題はやや寄生虫学

の上からは薄れ るようであ るが，著 者らの報告の如く，

一過性に寄生して，激しい嘔吐 等の症状を起すことは疑

のない事実であ り，’今 後， さらに我 国でもそのよ うな症

例の発見 される可能性 のあ る事 を考えて，今回報告する

次第であ る．
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FIRST　HUMAN　CASE　ON　GORDIID　WORM　IN　JAPAN

（NEMATOMORPHA　 ：　GORDIIDAE ）
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One　female　specimen　of　Gordiid　worm　vomited　by　a　child　patient，　5　years　old，　in　theGifu

・Prefecture　was　studied．

Microscopically　the　specimen　showed　the　smooth　cuticula　without　tuberculations　and　tufts

of　hairs　and　smooth　posterior　end．　The　specimens　was　identified　as　Gordius　sp．　（Family　：　Gor－diidae

）．

This　case　to　considered　in　this　paper　is　the　first　record　of　this　worm　reported　as　human

case　in　Japan．

（．81 ）




